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公 民

１ 学習指導と評価の改善・充実

(1) 学習指導と評価の改善・充実の視点

公民科においては、社会的事象に対する客観的で公正な見方や考え方を深めることが

できるようにすることや、現代社会の諸課題と人間としての在り方生き方について考え

る力を一層養うことが求められている。そのため、公民科の学習指導においては、各科

目の特質を生かして学習内容を厳選するとともに、学び方を学ぶ学習や課題解決的な学

習を一層充実させ、知識の習得や技能の習熟などに加え、思考力・判断力・表現力等の

能力を育成することが大切である。また、評価については、観点別学習状況の評価を基

本として、学習指導要領に示された目標に照らして、その実現状況をみる評価を一層重

視するとともに、指導と評価の一体化を図り、評価の結果をその後の指導の改善に生か

すことが重要である。

(2) 各種調査結果からみた現状と課題

（ ）ア 平成15年度高等学校教育課程実施状況調査結果 国立教育政策研究所平成17年1月

（www.nier.go.jp/kaihatsu/katei_h15_h/index.htm）の特色と指導上の改善点

（ ） （ ）イ ＯＣＥＤ生徒の学習到達度調査 ＰＩＳＡ の結果から見た課題 総則１ページ参照

2003年の調査では、資料を活用して事実や意味を読み取り、自分なりに解釈し、判

断・評価する力や自分の考えを表現する力が十分ではないことが明らかになってい

る。この点については、従前から公民科においても育むべき重要な資質能力とされて

調査結果の特色 指導上の改善点

○国際社会と人類の課題の内容に関して、国際法などの ○国際政治をとらえる基本的な概念である主権や国際法等につ
基本的な事項や概念が十分に定着していないと考えら いて、具体的な事例を取り上げて理解させるとともに、東西

現 れる。 冷戦などの歴史的な背景を踏まえた指導が大切である。
代 ○表やグラフなどの複数の資料から有用な情報を読み取 ○内容の異なる複数の資料からそれぞれ有用な情報を読み取ら
社 り表現する力が不足していると考えられる。 せ、それぞれの情報の関連を議論させたり、文章にまとめさ
会 ○身近な事例と関連付けた問題は、通過率が設定通過率 せるなどの指導の工夫・改善が重要である。

を上回る傾向がみられた。 ○生徒に現代社会に対する興味をもたせるため、新聞やインタ
○「民主社会の倫理」や「環境と生活」に関する問題に ーネットなどを活用して時事的な話題を授業で扱ったり、作
ついては、通過率が設定通過率と同程度以上と考えら 業的・体験的な学習を取り入れたりすることが大切である。
れる問題が多い。

○人間としての在り方生き方や自己の生き方と関連付け ○生徒が自己の人格形成とともに社会の一員としての自己の生
られた知識が不十分であると考えられる。 き方という視点からも学習内容を自己の生き方と関連付けな

。○複数の資料を多面的・多角的に考察することによっ がら主体的に追究していけるような指導の改善が必要である
倫 て、原因や社会的背景を考えるとともに、課題を見出 ○先哲の思想に関する学習については、網羅的に取り上げるの

し、自己の生き方について探求する力が十分身に付い ではなく、視点を明確にし、倫理的課題に対して先哲がどの
ていない。 ように考えたかを自己の生活や生き方と関連付けて考えさせ
○先哲の基本的な考えを手掛かりとして、人間としての ることが重要である。

、 、理 在り方生き方や自己の生き方について考える問題は、 ○生徒が倫理の学習に興味を持ち 倫理的課題を自ら見いだし
通過率が設定通過率を下回るものが多い。 人間としての在り方生き方について主体的に探求を深められ
○人間としての在り方生き方や自己の生き方と関連付け るよう、インターネットや学校図書館などを活用した授業、
られた知識・理解が不十分であると考えられる。 観察や調査・見学・体験を取り入れた授業、調べたことを発
○「日本の風土と日本人の考え方」に関する問題につい 表させる活動を取り入れた授業などを工夫することが大切で
ては、すべての問題において通過率が設定通過率と同 ある。
程度以上と考えられる状況にある。

○インフレーションなど、政治や経済についての基本的 ○時事的な話題を取り扱ったり、理論と現実の相互関連につい
な概念が十分に身に付いていないと考えられる。 て十分配慮したりして、生徒の関心を高めさせる授業の工夫
○国際社会の諸問題を総合的にとらえる問題や司法に関 ・改善が求められる。また、基本的な概念を身に付けさせる

政 する問題について、通過率が設定通過率を下回る傾向 ためには、具体的な事例を取り上げたり、歴史的な背景を示
治 が見られる。 したりしながら、理解を深めさせる指導が重要である。
・ ○時事的な出来事や身近な事例を取り上げた問題は通過 ○国際社会の諸問題について、政治と経済を関連させて総合的
経 率が設定通過率を上回る傾向が見られる。 にとらえさせる指導が重要である。
済 ○「経済生活に関する諸課題」についての問題は通過率 ○司法に関する内容については、裁判所の機構や裁判の手続き

が同程度以上と考えられる。 などを詳細に学習させるような指導をするのではなく、国民
の権利を保障する裁判制度の基本的な考え方を理解させると
いう観点から、取り扱うことが重要である。

設定通過率＝学習指導要領について標準的な学習活動が行われたと想定した場合の正答、準正答の割合。実際の通過※

率がこの割合と比較して同程度以上であれば、想定された学習活動が実現していると判断される。
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おり、課題追究的な学習を積極的に行うなどして、適切に情報を収集、選択、処理す

、 。る資料活用能力や自ら考え判断する力 表現する力などを育成することが大切である

(3) 学習指導と評価の改善・充実の方向性

ア 基礎的・基本的な知識・概念を身に付けさせる指導の工夫

具体的な事例と概念を関連付けさせたり、身近な事例のもつ社会的意味をとらえ

させる指導などを行い、基礎的・基本的な知識や概念を身に付けさせる学習指導の

充実を図る。

イ 主体的に学習しようとする意欲や、諸資料から有用な情報を読み取り、それらを

表現する能力を育てる指導の一層の工夫

学び方や調べ方を身に付けさせる学習を指導計画に明確に位置付け、その中で、

多くの資料から有用な情報を活用したり、課題に応じて調査を行ったりするなど課

題解決的な学習を展開するとともに、追究の過程や結果を適切に表現させる学習指

導の充実を図る。

ウ 観点別学習状況の評価を基本とした目標に準拠した評価とペーパーテストの工夫・

改善

評価においては、生徒一人一人のよい点や学習の到達の状況などを適切に把握す

るため、観点別学習状況の評価における４つの観点を基本として、目標に準拠した

評価を一層重視する。

さらに、学習の成果を 「知識・理解」だけではなく 「思考・判断」や「資料活、 、

用の技能・表現」などの観点で評価できるペーパーテストの在り方の検討や、その

工夫を生かすための作問技術の向上を図るなど、評価の信頼性や客観性・妥当性を

高めることが必要である。

２ 「確かな学力」を育成する取組の改善・充実

～思考力・判断力・表現力等を育成する取組～

観点別学習状況の評価を進めるに当たっては、評価規準として「おおむね満足できると

判断される」状況（評価Ｂ）を想定し 「十分満足できると判断される」状況（評価Ａ）、

となる学習の状況や 「努力を要すると判断された」状況（評価Ｃ）の生徒に対する指導、

の手だてについて、事前に計画を立て、その取組について決めておくことが必要である。

特に、評価Ｃの生徒については、評価Ｂに達することができるよう、授業や放課後の時

間等を利用して、随時、個別指導や補充指導を行ったりすることが重要である。

(1) 現代社会

ア 評価計画表の例

【評価計画表（平成16年度高等学校教育課程編成・実施の手引より 】）
大項目 ( )現代に生きる私たちの課題1

ワークシートの番号指導段階 学 習 活 動 評価の観点 学習活動における具体の評価規準

課題設定 教師の助言を聞き、課題を設定するとと 思考・判断 自己とのかかわりにおいて主体的に追究できるよう ※１

１時間 もに、選んだ理由、課題追究学習の計画等 な課題を設定するとともに、設定に至る過程や課題追 ※２（ ）

についてワークシートに記入する。 究学習の計画等について、適切に記入している。 ※３

課題追究 課題にかかわり、どのような資料を 資料活用の 収集した諸資料の中から課題と適切に結びついた資 ※６

学習 どのように収集し、どのように活用す 技能・表現 料を選び出し、その活用方法を記入している。

（ ） 。３時間 るかについてワークシートにまとめる

生徒個々が課題追究を実施し、ワーク 思考・判断 課題追究に役立つ資料を多面的・多角的に考察し ※４

シートや報告書にまとめ、発表の準備をす て、作成している。

る。 知識・理解 資料を活用し、倫理、社会、文化、政治、経済など ※５

様々な観点から課題のもつ背景や問題点について理解

したことを記入している。

4 5 10発表（ ～ 時間）のワークシートについては、自己評価のみを取り上げた。 ※９、

まとめ 自分の課題追究学習についての反省や 関心・意欲 自分の課題追究学習についての反省や、今後、取り ※７

１時間 今後の課題等についてワークシートに記入 ・態度 組んでみたいと考える課題とその理由について記入し ※８（ ）

する。 ている。
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イ ワークシートとその評価方法の具体例

「現代に生きる私たちの課題」－ 課題追究学習－現代社会ワークシート

１年４組１７番 氏名 北海 三郎

○下記の課題から調べるテーマを１つ選び○で囲みなさい （※１）。
○「具体的に追究したい課題」に関す・地球環境問題
る資料（図・グラフ・写真等）を記・資源・エネルギー問題
入または添付しなさい （※２）・科学技術の発達と生命の問題 。

・日常生活と宗教や芸術とのかかわり
・豊かな生活と福祉社会

○選択した課題において、日常生活や日ごろ疑問に思
っている事柄や新聞、テレビのニュースなどで見聞
きしている出来事などを手掛かりに、具体的に追究
したい課題を記入しなさい。また、その課題を追究
したい理由を記入しなさい「思考・判断 （※３）」
具体的に追究したい課題

オゾン層の破壊による影響について

その課題を追究したい理由
・オゾン層が破壊されると紫外線が多くなって、病気になる人が増えると聞いて怖く
なり、調べてみようと思ったから。

・これ以上オゾン層が破壊されないようにするためには、どのようなことに気をつけ
て生活をしたらよいか、政府はどのような対策を考えているか調べてみようと思っ
たから。

○具体的に追究したい課題の調査計画を作成しなさい 「思考・判断 （※４）。 」
調査・研究内容 調 査 方 法月日 調査項目

4/28 フロンガス フロンガスがなぜオゾン層 インターネット
を破壊するのか。

5/2 オゾン層 紫外線で本当に皮膚ガンに 図書室
なるのか。

5/6 オゾン層破壊 オゾン層破壊を防ぐための インターネット
対策 世界の動きについて

○具体的に追究した課題についてまとめ、それに関する図や表も記入しなさい。
「課題追究したことのまとめ 「知識・理解 （※５）」 」
・なぜオゾン層がなくなったか？
昔は缶にはＬＰガスを使っていたが、ＬＰガスは爆発の危険があるので、安全なフロ
ンガスが使われるようになった。フロンガスはオゾンと化学反応を起こして、オゾン
層をなくしていく。

・オゾン層がなくなるとどうなるか？
グラフを見ると、オゾンホールがだんだん大きくなっている。そしてオゾン層がなく
なると紫外線がだんだん多くなっている。
紫外線が多くなると、皮膚ガンや白内障が多くなる。そして、病気だけではなくて地
球の異常気象にも影響がある。

・ オゾン層破壊の解決策
1987年、モントリオール議定書で、オゾン層破壊物質の全廃が決められた。
1997年、京都議定書で、フロンガスなどの削減目標を設定した。

「図・表の記入（添付 「資料活用の技能・表現 （※６））」 」

○今回の課題追究を通じて感じた反省点を書きなさい 「関心・意欲・態度 （※７）。 」
オゾン層の破壊で自然災害や環境破壊もおこることについて詳しく調べることができ

なかった。調べる前にまとめの項目を考えておいた方が、調べやすいと思った。

○今回の課題追究をもとに、次回はどのような課題に取り組みたいか、書きなさい。
「関心・意欲・態度 （※８）」
・今度はオゾン層破壊に関係する条約についても詳しく調べたい。
・ＵＶカットの商品がどれくらい売られているのか調べてみたい。

※発表（4～5 時間）のワークシートについては、自己評価のみを取り上げた。
○自己評価－自分の発表を評価してみよう「資料活用の技能・表現 （※９）」

①資料を分析した内容を分かりやすく説明できた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

②課題追究した結論を分かりやすく説明できた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

③調べた課題に対する自分なりの意見を説明すること Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ができた。

④発表にあたって、分かりやすい説明をするために工夫したこと （※10）。
皮膚ガンになる人が増えてきているという統計や養護の先生に取材したコメントを載

せ、自分たちの日常生活にせまる危険性について説明した。また、数値等は見やすいよ
うにグラフや表にまとめ、分かりやすくなるように工夫した。

３ 具体的に追究する課題の設定
□具体的に追究する課題及びその理
由については、倫理、社会、文化、
政治、経済など多様な角度から追
究させるよう指導する。
○この生徒は、理由の中で、自己と
のかかわりに 着目して課題を設定
しているので、評価Ｂとした。
○評価Ｃの生徒には、新聞や資料集
等を用いて、身近な話題を提示し、
生徒の興味・関心を引き出し新た
に追究したい課題を設定させる。

４ 調査計画の作成
○この生徒は、調査・研究内容を複
数の調査方法で調査できるよう計

。画を立てているので評価Ｂとした
○評価Ｃの生徒には、個別指導によ
り、 資料収集等の方法を考えさせ
る。

７、８ 反省と次回の課題
○この生徒は、調査方法についての
反省点についても のように記
述され、課題追究を通じて得た疑

、問点を２点以上記述しているので
評価Ａとした。

○評価Ｃの生徒には、課題追究学習
の目的や評価規準について説明す
るとともに、身近な題材を取り上
げて、現代社会の学習に対する興

。味・関心を引き出すよう指導する

５ 「具体的に追究した課題」のまとめ
□「具体的に追究したい課題」を踏ま
えて、多面的・多角的な 視点でまと
めるよう指導した。

○この生徒は、追究した内容について
のように複数の項目を設定し、

取り上げた資料を活用して、まとめ
ているので、評価Ａとした。
○評価Ｃの生徒には、 生徒が調査し
た内容を項目ごとにまとめさせ、内
容が不十分な点を再度調べさせる。

２ 図やグラフの添付
□資料集やインターネット等を利用
し 「具体的に追究したい課題」に、
関する資料（図・グラフ・写真等）
を記入または添付させる。

６ 図や表など資料の作成
○この生徒は、複数の観点から資料を
作成しワークシート５の のよう
に資料から考察しているので評価Ａ
とした。

○評価Ｃの生徒には、教師が準備した
課題追究に役立つ資料を参考に考え
させる。

９（①②③）自己評価
「 」□ここでは 資料活用の技能・表現

っについての観点のみで 評価を行
た。
□自己評価内容については、面談法
等を用いて、発表の内容や方法等
についての改善点等を生徒に考え
させる。

10（④）自己評価
○この生徒は、調査した内容を
のように説得力をもたせるため、
取材したコメントを記述したり、
グラフや表にまとめたり、わかり
やすく表現しようと工夫している
ので、評価Ａとした。

１ テーマの設定
□学習指導要領では５つのテーマの
中から２つ程度取り上げることに
なっているが、ここでは生徒にテ
ーマを１つ選択させ実施した。
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(2) 倫理

ア 評価計画表の例

イ ワークシートとその評価方法の具体例

【評価計画表（平成16年度高等学校教育課程編成・実施の手引より 】）
大項目 (2)現代と倫理 中項目 現代の諸課題と倫理

ワークシートの番号指導段階 学 習 活 動 評価の観点 学習活動における具体の評価規準

ガイダンス 「死」について取り上げた新 関心・意欲 新聞記事について 「死」と自己とのかかわりについ １－(1)、

（１時間） 聞記事についての感想を書く ・態度 ての考察を通して、現代に生きる人間の死にかかわる。

諸課題に対する関心が高まっている。

自分自身、身近な者、第三 思考・判断 立場の違いによる「死」のとらえ方について自分の １－(2)

者の立場の違いによる「死」 考えをまとめている。

のとらえ方について考える。

死を考える上で参考になる 知識・理解 死を考える上で参考になる先哲思想について正しく １－(3)

既習の先哲思想を１つ取り上 理解している。

げる。

グループでの テーマの設定とその理由及 資料活用の グループ内で選んだテーマが抱えている諸課題につ ２－(1)

課題追究と討 び課題追究学習の計画をまと 技能・表現 いて整理し、課題追究学習の計画を立てている。 ２－(2)

議 め、発表のための配布資料や 知識・理解 自己の生き方とつなげて理解し、人格の形成に生か ３

（４時間） 提示資料を準備する （各グル す知識として身に付けている。。

ープ内でテーマを１つ選び調

査項目を分担する ）。

発表 他のグループの発表内容を 思考・判断 他のグループの発表について公正に評価を行うとと ４

（１時間） 記録し、自分のグループのま もに、自分のグループの発表に対しても適切に自己評 ５

とめとの相違点や感想・さら 価をしている。

に調べてみたいことをワーク

シートにまとめる。

ワークシシート

倫理「現代の諸課題と倫理」－ 課題追究学習－
３年Ａ組１５番 氏名 北海次郎

１－(1) 「死」について取り上げた新聞記事についての感想 『関心・意欲・態度』
感想

、 、脳死の判定の実施や臓器提供について 家族の同意だけでできるようにしてはどうかとか
12歳以上にしてはどうかという議論がなされていることが分かった。日本は諸外国に比べて
て事例が少ないというが、それはなぜなのか諸外国の事例などを調べて、みんなで考えてみ
たいと思った。

、 。 、 、１－(2) 脳死移植について 自分自身はどう思うか書く また 自分が脳死状態になった時に
身近な者や第三者はどのような考えを持つと予想されるか書き、どうしてそう考えたか
理由も書く。 『思考・判断』

自分自身
脳死については自分自身どう考えたらよいかよく分からないところもあるが、自分が死んだ
としたなら、臓器を必要としている人に自分の臓器を提供してもよいと思う。

脳死は医学的に死 臓器を必要としている人【理由】 かどうかはまだ自分では分からないが、
に自分の臓器を役立てることは自分の生きた証として大切だと思うし、人を救えるから。

自分の意思を尊重してくれると思うが、決断するまでには時間がかかる身近な者（両親）－
と思う。

本人の意思を尊重したいと考えるが、もしかしたら目を覚ますのではないかという【理由】
思いが強くあると思うから。

自分の意思を尊重してくれる。第三者－
家族と違って関係が薄いから客観的に考えることができるから。【理由】

１－(3) 「生と死」を考える上で、いまま学習した先哲思想の中から参考になる考え方を１つ
上げ、その理由も書く。 『知識・理解』

本来の自己の有限性を自覚して、決断と責任をもって主体的に生きるとき、人間の本来的
な生き方が確立されるというハイデガーの思想が参考になった。このことを手がかりに、生
きるとは何かを考えてみたい。
２－(1) 課題追究学習するテーマとそのテーマを選んだ理由 『資料活用の技能・表現』
課題追究学習するテーマ そのテーマを選んだ理由

安楽死にかかわる裁判が日本でも行われており、外国では法的に安楽死
認められている場合もあるので、このことについてもっと詳しく調
べて、問題となっていることについてみんなで考えてみたいと思っ
たから。

２－(2) 課題追究学習の計画 『資料活用の技能・表現』
月日 調査のねらい等 調査内容等 調査方法等 担当者

北海次郎１／28 安楽死について 新聞記事をもとに日本の現状や課題、 ・新聞縮刷版
道研太郎２／２ 現状と課題を把 諸外国の事例について調べる。 ・インターネット
道央三郎握する。
道東花子クラス内の安楽 クラス内でアンケートを実施し集計結 ・アンケート
道南教子死に対する意識 果を分析し 全国のデータと比較する ・集計、分析、 。
道北育子傾向を知る。
班全員２／４ 班内で討議し、 収集した資料をもとに班としての考え ・討議

まとめ方と発表 をまとめ、発表方法を決める。
方法を決める。

（ ）１ 新聞記事に対する感想 １－(1)
□新聞記事については、課題追究学
習の導入であることを踏まえ、多
面的・多角的に考察できるものを
選ぶ。

○この生徒は、様々な意見や立場が
あることを理解し、その背景や解
決しなければならない課題につい
て調べたいことがらが書かれてい
るので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、新聞記事に様
々な考える視点があることを具体
的に説明し感想を書かせる。

３ 先哲思想について（１－(3)）
○この生徒は、評価は「生と死」を
考える上で、どのような点が手が
かりとなったのか具体的内容が書
かれているので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、教科書やノー
トを参考に今までの授業を振り返
らせ、共感した思想をもとに具体
的な記述をさせる。

（ ）４ 追究するテーマと担当 ２－(1)
○この生徒は、課題追究するテーマ
とそのテーマを選んだ具体的な理
由についての記述があるので評価
Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、テーマにおい
て課題になっていることや調べて
みたいことがらを整理させて、テ
ーマ設定の具体的な理由を記述さ
せる。

５ 課題追究学習の計画（２－(2)）
○この生徒は、 のようにねらい
が明確になっており、様々なメデ
ィアを活用した資料収集はもとよ
りアンケート調査を取り入れる等
の工夫もみられるので評価Ａとし
た。

○評価Ｃの生徒には、テーマにかか
わる課題を調べることを中心に調
べ方等について助言する。

２ 死のとらえ方（１－(2)）
○この生徒は、それぞれの立場に立
ったときの「死」をとらる視点や
感情の違いを適切にとらえて記述
しているので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、自己とのかか
わりに着目した具体的な事例を想
定させ考えさせる。
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(3) 政治・経済

ア 評価計画表の例

イ ワークシートとその評価方法の具体例

【評価計画表（平成16年度高等学校教育課程編成・実施の手引より 】）
大項目 (3)現代社会の諸課題 中項目 国際社会の政治や経済の諸課題

ワークシートの番号指導段階 学 習 活 動 評価の観点 学習活動における具体の評価規準

ガイダンス ワークシートを使用して既習事項を 知識・理解 新しい視点で既習事項を見つめ直したことをワークシ １

（２時間） 整理し、新しい視点で考察する。 ートに記入している。

ODA事業によるダム建設のビデオを 関心・意欲 ODAについて調べてみたいこととその理由をワークシ ２

視聴し、ODAについて調べてみたいこ ・態度 ートに記入している。

ととその理由をワークシートに記入す

る。

調べ学習と ODAの諸課題について前時に考えた 知識・理解 ODAの諸課題についての見方や考え方が深化・発展し ３

中間発表会 内容と比較して、ワークシートに記入 た内容をワークシートに記入している。

（４時間） する。

中間報告会を実施し、収集した資 資料活用の 様々な資料をメディアを通して収集し、その収集方法 ４

料の一覧表を提出させる。 技能・表現 と入手先についての一覧表を作っている。

ロールプレ どのグループの主張が最も説得力が 思考・判断 ODAの諸課題について自分と他人の意見の異同を多角 ５

イング あったかを他者評価カードに記入す 的な観点から考察し、ワークシートに記入している。

（２時間） る。

反省会 ODAの在り方や課題について新たに 思考・判断 国際社会における日本の立場と役割について様々な考 ６

（１時間） 考えたことをワークシートに記入さ え方を踏まえ、最終的に判断した内容をワークシートに

せ、それをもとに発表する。 記入している。

まとめ 国際社会における日本の立場と役割 関心・意欲 国際社会における日本の立場と役割について今後取り ７

（１時間） について今後の取り組んでみたいと考 ・態度 組んでみたいと考える課題とその理由についてワークシ

える課題とその理由についてワークシ ートに記入している。

ートに記入する。

『 』３ グループ討議の内容 思考・判断
○担当者からの発表の内容
①安楽死についての現状と課題
・積極的安楽死と消極的安楽死について ・日本の裁判事例について
・合法化している国等－オランダ・アメリカのオレゴン州
②クラス内アンケートの集計結果と分析
・安楽死を認める７５％ 安楽死を認めない１８％ どちらともいえない７％
「 」 「 」 、・ 安楽死を認める立場 の人の理由としては 自分の意思で決めるべき がもっとも多く
「安楽死を認めない立場」の人の理由としては「安楽死が認められる基準があいまで、結
局、医師に大きな負担がかかるから」という理由が最も多かった。

③全国データ
自分が痛みを伴う末期状態の患者になった場合、単なる延命治療について「やめたほう
」 、「 」 、 。がよい または やめるべきである と回答した人は 一般国民で７４％となっている

単なる延命治療を中止した場合の処置として、一般国民の５８．９％は苦痛を和らげるこ
とに重点をおく方法」をとるべきであると考えている （Ｈ１５ 厚生労働省調査）。

○討議のポイント
・ 安楽死を認める立場」と「安楽死を認めない立場」賛成派と反対派の意見を十分に尊重し「
た。
・解決しなければならない問題について整理した。
○まとめ
・インフォームド・コンセントにもとづいた医療と患者の自己決定権の尊重が重要である。
○発表方法
・ポスターセッション方式で行う。

『 』４ 各グループの発表内容 思考・判断
２ 班 尊厳死についてグループ名 テーマ

○発表内容
・アメリカのカレン裁判について ・リビング・ウイルについて
○自分のグループのまとめとの違いや感想

。 、 。・課題になっていることが整理されていた また 安楽死と尊厳死との違いがよく分かった
○さらに調べてみたいこと
・個人の意思を確認することが難しい場合（幼児や意識不明の患者など）について
※各生徒が自分の班以外の発表内容を記録する （ここでは１つの班についてのみ記載した）。

『 』５ 評価票 思考・判断
グループ名 ３ 班 ４段階評価
発表内容 調査・研究が充実していて、内容が整理されているか Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
発表態度 分かりやすく説明する工夫がみられ、発表する態度がよい Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
発表方法 発表するための手段が工夫され、図や資料が効果的である Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
協力体制 グループ全員が協力して研究や発表をしている Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

いろいろな観点から調べていて説得力があった。自分の班は法律的な分野の調意見や感想
査が不十分だったので大変参考になった。発表方法においてデータを比較すると（よかった
ころはグラフや表を使た方がよかった。点や改善点

など）
※評価票は各生徒が自分の班も含め、すべての班の評価をする （ここでは１つの班についての。
み記載した）

６ グループ討議（３）
○この生徒は、担当者が調べた内容
について整理されており、討議の
ポイントやまとめがわかりやすく
発表方法も具体的に書かれている
ので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、討議の内容が
他の人にわかるように各項目につ
いて具体的な記述をさせる。

７ 各グループの発表内容（４）
○この生徒は、各グループの発表を
整理し、自分のグループのテーマ
との関連やまとめ方の違いも把握
し、さらに発表内容について十分
理解した上での疑問点等の記述も
あるので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、各グループの
発表に対して具体的に考えたこと
や思ったことを記述させる。

８ 評価（５）
○この生徒は、同じ観点で他のグル
ープや自分のグループの比較をし
ながら評価すること通して、工夫
した点や改善点などが整理されて
いるので評価Ｂとした。

○評価Ｃの生徒には、良かったとこ
ろとわかりづらかったところを整
理させ記述させる。

ワークシート

－ 課題追究学習－政治・経済「わが国のＯＤＡ（政府開発援助 」）
グループクラス 氏 名

５ 北海 花子 Ａ
－「知識・理解」

（１）次のグラフ１は、ＤＡＣ加盟主要国のＯＤＡ実績の推移を示しています。Ａ～Ｅにはアメリカ、
フランス、ドイツ、イタリア、日本のいずれかが当てはまります。日本に当てはまるものを、Ａ～
Ｅから選びなさい。

B答え
（ ） 、 。 、２ 次のグラフ２は 2003年のＤＡＣ加盟主要国の対ＧＮＩ比を示しています Ａ～Ｇにはアメリカ

フランス、イギリス、ドイツ、イタリア、カナダ、日本のいずれかが当てはまります。日本に当て
はまるものを、Ａ～Ｇから選びなさい

E答え

１ 復習について
○評価Ａは３問全問正解
○評価Ｂは２問正解
○評価Ｃの生徒には、解答する際に
は、わが国のＯＤＡの総額は世界
の中でも１，２位の金額となって
いるが、対ＧＮＩ比では低位に位
置することや援助の中心が、アジ
ア、アフリカであることを再度確
認し、わが国のＯＤＡに対する認
識を深めさせる。
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グラフ１ グラフ２

（３）右のグラフ３は、2003年のわが国の地域別ＯＤＡ実績 グラフ３
を示しています。A、Bはどこの地域ですか。

アジア アフリカ答え A： Ｂ：

－「関心・意欲・態度」

住民の生活を向上させるはずのダムの建ビデオの感想
、 、設が ダム周辺の環境破壊を引き起こし

そこに元々住んでいた住民の生活ができなくなってしまっ
ている現状に援助の難しさを知った。

わが国のＯＤＡの現状と改善すべき点に調べてみたいこと
ついて

わが国は、世界でも有数のＯＤＡ供与理由
国であるが、本当にそこの国民のために

なっているのかを確かめたいから。

－「知識・理解」

・援助をうけている国のすべての人々の役に立っている訳ではない。
・ダムや発電所などの産業関連の社会資本に重点がおかれる傾向にあった。
・無償援助の割合を増やしたり、医療や教育などへの援助の割合も増やすことが求められている。

－「資料活用の技能・表現」

資 料 名 発 行 所 入 手 方 法

政府開発援助白書 外務省 外務省ホームページ１

国際協力便覧 国際協力銀行 道立図書館２

３

４

－「思考・判断」 ※４グループで実施している

項 目 （5点満点）
その他参考になった事柄グループ名

内容 態度 合計協力度

ワークがよく、個々の分担がしっかりしている。Ｂ 3 3 5 11 チーム

ＯＤＡの課題についてしっかり調べており、演技が堂々としてＣ 5 4 3 12
いた。

インターネットからの情報収集だけで、内容が不足している。Ｄ 2 2 2 6

※ 評価の観点
「内 容 ：よく調査・研究がなされ、内容が充実しているか。」
「態 度 ：理解させようとする熱意が感じられるか。」
「協力度 ：グループ全員で協力し、調査しているか。」

－「思考・判断」

・わが国の援助は日本企業がひも付きついでついてくるという批判も強く、贈与の比率を高める
必要がある。
・援助による開発が環境破壊につながらないか、事前に環境に対する影響を調査する環境アセス
メント制度を導入することも必要である。
・援助を受けている国の実態をしっかり見極めてから援助を行わないと、その国民のためになら
ない。そのため、現地の実態に詳しいＮＰＯとの連携が必要である。

－「関心・意欲・態度」

・世界で活躍しているＮＰＯに、どのような組織があるのかを調べてみたい。また、どのような
人が、どのような理由があって、そこで活動することになったかのかを知りたい。
・経済的な豊かさだけでなく、真の豊かさを得ることができる援助とはどのようなものを探って
みたい。

□ビデオの内容
わが国のＯＤＡによってダムが建設
されたことにより、停電が日常茶飯事
であったこの国の電力事情が大幅に改
善された。ダムの建設は、特に都市部
の住民に大きな恩恵をもたらした。し
かし、ダムの建設は、現地の自然環境
が破壊され、川の魚をとって暮らして
いた現地住民の生活は立ち行かなくな
り、移住を余儀なくされてしまった。
ビデオの最後は、無償援助の比率を
高めるとともに、医療や教育などへの
援助の増額がわが国のＯＤＡの課題で
あるとまとめられていた。

２ ビデオの感想
○この生徒は、 のようにビデオ
で見た内容を参考に、調べてみ
たい理由として、さらに発展さ
せた内容を記入していることか
ら、評価はＡとした。

○評価Ｃの生徒には、ＯＤＡについ
て、生徒にかかわりの深い事
柄や身近で具体的な事柄を取
り上げて関心を喚起し、ワー
クシートに記入させる。

DAC主要国ＯＤＡ実績の推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99
20
00
20
01
20
02
20
03

年

百万ドル

A

B

C

D

E

ＤＡＣ諸国におけるODA実績の対ＧＮＩ比(2003年）

0.92

0.84
0.81 0.80

0.70

0.61

0.41 0.41
0.38

0.34 0.34

0.28 0.26 0.25 0 .25 0.23 0.21 0.21 0.20 0.20
0.16 0.14

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

ノ
ル
ウ

ェ
ー

デ

ン
マ
ー
ク

オ
ラ

ン
ダ

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

ベ
ル
ギ
ー

Ａ ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ス
イ

ス

フ

ィ
ン
ラ

ン
ド

Ｂ Ｃ Ｄ オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

ス

ペ
イ

ン

ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ

ン
ド

ギ

リ
シ

ャ

ポ

ル
ト
ガ

ル

Ｅ オ
ー

ス
ト

リ
ア

Ｆ Ｇ

（％）

わが国の２国間ＯＤＡの地域別実績（2003年）
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Ｂ
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３ ＯＤＡの課題
○この生徒は、ＯＤＡの諸課題につ
いての見方や考え方を深化・発展
させた内容をワークシートに記
入していることから、評価はＢと
した。

○評価Ｃの生徒には、ビデオの内容
を振りかえらせ、その中で気が付
いたことについて記入させる。

４ 資料一覧表
○この生徒は、複数の資料をメデ
ィアを通して収集し、その収集
方法と入手先についての一覧表
を作成しているため、評価はＢ
とした。

○評価Ｃの生徒には、グループ内
の他の生徒と資料収集の方法に
ついて相談させるとともに、必
要に応じて教員が適切な支援を
行う。

５ ロールプレイング
○この生徒は、 のように自分
の経験を生かして他のグループ
について、適切に評価し、アド
バイスとなることを、記述して
いるため、評価はＡとした。

○評価Ｃのグループの生徒には、
参考になる他のグループの意見
を伝え改善点を考えさせ、次回
の課題追究学習の改善につなが
るようにアドバイスする。

７ 今後の新たな課題
○この生徒は、 のように今回の
学習を通して、今後取り組んでみ
たい課題を見いだし、さらに新た
に考察した課題を記述しているた
め、評価はＡとした。

○評価Ｃの生徒には、今回の学習を
通して、わが国のＯＤＡはどうあ
るべきかを考えたか振り返らせ、
考えたことを記入させる。

６ 新たに考えたこと
○この生徒は、 のように今回の
学習を通して得た成果をもとにさ
らに考察し判断した内容を記述し

、 。ていることから 評価はＡとした
○評価Ｃの生徒には、ロールプレイ
ングを見て、ＯＤＡについてどの
ようなことを考えたたのかを振り
返えらせ、考えたことを記入させ
る。


